
ロイロノートスクール
基礎講座
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本研修のゴール

・ロイロノートスクールの
基本的な使い方を知る

・先生役、児童生徒役を体験し
授業で使えるようになる！
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ロイロノートで何ができるの？

先生のiPadから、送った課題の回答を一括回
収・共有したり、先生画面を配信したりする
ことができます。

先生から配信
された画面を
見ながら学習
する

先生から送られ
たカードを使っ
て学習する

授業で使用するカー
ドを児童生徒に送る

先生の画面を
配信する
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今日の研修の進め方

・グループ（４～５名）で進めます。

・まずは、全員が先生としてログインします。



4

授業の作り方①（先生）
①iPad１ページ目にある
「SCHOOL」を起動し、
「ロイロノートでログイン」

を選びます。
※学校ではMicrosoftでログイン

を選択してください。

②「ロイロノート基礎 ログイ
ン等情報」の「１．先生として
のログイン情報」を入力し、ロ
グインします。
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授業の作り方②（先生）

⑤「新しいクラスを作成」を
タップします。

③最初の画面が表示されます。
チュートリアルの動画は、
いつでも見ることができま
すので、×で消してください。

④「授業の追加」をタップ

⑥資料の「２．クラス名等」
に書かれているクラス名を入
力してＯＫを押します。
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授業の作り方③（先生）
⑦クラスが作成できたことを
確認して、「ＯＫ」をタップ

⑧資料の「２．クラス名等」
に係れている授業名を入力し
て「作成」をタップ

⑨内容を確認して
「追加する」をタップ
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授業の作り方④（先生）

⑪授業名（研修○）を
タップします

⑩クラスと授業が追加され
「クラス参加コード」が
表示されます。

⑫ノートを新規作成
をタップ

⑬ノートの名前
は変えなくてＯ
Ｋ。「決定」を
タップします
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カード作成の練習
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今日、作成するカード

（１）自己紹介

・顔写真と手書きの名前

（２）お気に入りの紹介

・お気に入りが載っているページ
・おすすめポイント

（３）算数プリント

・問題に手書きで解答

（４）俳句

・縦書き文字とイメージ図
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【練習】写真と手書き①

②表示されたカードの中から、
「自分の色」と違うものを選択

③出てきたカードを
タップする

①画面左の を選択する。

③画面上部の をタップし
表示されたカラーから
自分の色を選択する



11

【練習】写真と手書き②

④色が変わりました。
後半の演習では、常に
カードを自分の色に変えて
使用してください。

⑤画面左上の をタップする

⑥ をタップし、カメラを
起動する
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【練習】写真と手書き③

⑦文房具等を撮影する

⑨「カード内に」をタップする

⑧ をタップする
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【練習】写真と手書き④

⑩挿入された画像を長押しする
とメニューが表示されるので
「大きく」をタップする

⑪画像が大きくなりました。

⑫画面上部の をタップする。
※色も選べます。

⑬コメントを手書きして
完成です。
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【練習】Webカード①

①画面左の をタップして
カードを１枚作ります。

②カードを開き、左上の を
タップする。

③ をタップする。

④「カード内に」をタップする
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【練習】Webカード②

⑤カード内の をタップする。

⑥大きく表示されたカードの
をタップする

⑦検索ワードを入れて、 を
タップする。
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【練習】Webカード③

⑨カードを開き、左上の を
タップする。

⑧めあてのサイトが見つかったら
をタップする

⑩ をタップするとカード上に
Webカードができています。
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【練習】Webカード④
⑪Webカードを長押しし、
「大きく」を押したり、
白い枠を引っ張ったりして
サイズを大きくします。

⑫ をタップして、文字入力をし
ます。

⑬文字の表示場所を調整して
完成です。
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【練習】補充プリント
ダウンロードして

使用可能
※小学校のみ

https://www.aob.co.jp/news/newsPrint2021.html
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【練習】補充プリントの活用法①

①児童が参加しているクラスで
ノートを新規作成し、
「資料箱」をタップします。

【ロイロで配信可能！】
・ダウンロードしたプリントは、ロイロノートでの配信も
許可を頂いています。

・一括して、ロイロの資料箱に保存しているので、以下の手順
で活用してください。
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【練習】補充プリントの活用法②

②資料箱の中の
「大分県大分市」
「先生のみ」を開きます

③【小学校】補充プリント
というフォルダを開きます。
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【練習】補充プリントの活用法③

④学年ごとのフォルダを
作成しています。

⑤学年フォルダの中には
教科フォルダを作成して
いますので、任意のフォルダ
を開きます。

【並びを変更】
・初期設定では更新日時順
になっています。

・名前順等に変更すること
も可能です
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【練習】補充プリントの活用法④

⑥ＨＰからダウンロードした
ＰＤＦファイルに名前を
付けて、保存しています。

⑦任意のファイルをタップし
「使用する」を押します。
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【練習】補充プリントの活用法⑤

⑧プリントカードが
ノート上に出てきました。
タップすると中身を
確認することができます

⑨カードは２枚組です。
１枚目：問題プリント
２枚目：解答プリント
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【練習】補充プリントの活用法⑥

⑩送りたいプリントカードを
左下の「送る」まで
引っ張っていきます。

【解答を送りたくない場合】
・その場合は、問題カードから
伸びている黄色い矢印を
解答カードから取り外します。

・そうすることで、問題と解答が
別のカードになります。

（児童には問題だけ送ることが可能）

⑪送る相手を選びます。
全員：クラスの児童全員
個人：特定の児童
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【練習】俳句カード①
①新しいカードを１枚作り
長押しします。

②周囲の〇・△を引っ張って
短冊形に変形させます。

③カードを開き、
→ の順に

タップする。
これで、縦書きのカードに

なりました。
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【練習】俳句カード②
④文字の表示位置を決めます。

か がよいです。

⑤俳句を入力し、 をタップし
字の大きさを整えます。
※例は７０pt
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【練習】俳句カード③
⑥Safariを開き、俳句にあう
フリー画像を探します。

⑦画像が決まったら、長押しをして
をタップする。

⑧ロイロに戻り、画面左上の
をタップし、 を

選択する。
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【練習】俳句カード④
⑨画像を選択する。

⑩追加先を「カード内に」する

⑪できました！
画像を増やしもＯＫです。
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チームでやってみよう！
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流れ

①先生役がタイトルを入れた元カード
を作って、生徒役に送る

②生徒役は、送られてきたカードを
使って、課題を完成させる

※先生役も課題にチャレンジ！

③生徒役は、完成させた課題を提出する

④先生役は、〇をつけたり、共有したり
する
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完成イメージ

②お気に入り紹介①自己紹介

③問題に答えよう ④俳句を作ろう
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事前準備
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カードを作る①

②画面上に出てきたカードを
タップすると、編集画面に
なります。

①画面左端の をタップし
表示されたカードの中から
「３．作成するカード」に
書かれている色を選びます。
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カードを作る②
③画面上部の「あ」をタップして文
字入力を行います。
入力する文字は、資料「３．作成

するカード」に書いている「お題」
です。

④文字入力が終わったら
画面左下の をタップ
して、左図のように
配置とサイズを選択します。
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提出箱を作る①
①配置とサイズを変更したら
画面左上の をタップし

ます。

②もとの画面に戻った後、
画面左下の「提出」をタップ

③「新しい提出箱を作る」
をタップする
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提出箱を作る②
④提出箱が表示されるので
以下の２箇所をタップして
変更していきます。

⑤ をタップし、提出
内容を入力します

※資料の「お題」を入力

⑥ をタップし、
締切日時を設定します。
※16:00までにします。
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提出箱を作る③
③２か所を変更したら
画面左上の「戻る」を
タップします。

④ 提出箱に、お題である
「自己紹介」という箱が
付け加えられました。
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今日の研修の進め方

・グループ（３～４名）で進めます。

・まずは、全員が先生としてログインして、
Ｐ４～Ｐ１３の作業をします。

・グループで１番、番号が少ない人だけが
先生のままで、他の人は、子ども役をします。
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子どもとしてログインする①

①子ども役をする人は、一度
ログアウトをします。

子ども
画面

③ログイン後、画面左側の
「クラス参加コードを入力」
をタップします。

②再度、「ロイロノートでログ
イン」をタップし、資料「４．
子どもとしてのログイン情報」
を入力して、ログインします。

【クラス参加コード】
・参加コードを出せるのは、先生で
すので、一度、先生役の人の画面を
みんなで見ましょう。
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子どもとしてログインする②
先生
画面

④先生役の人は、画面右端の
「参加者確認」をタップし
「クラス参加コード」を
タップします。

⑤「クラス参加コード」が
表示されるので、この番号を
子ども役のメンバーに
見せてください。
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子どもとしてログインする③
子ども
画面

⑥「クラス参加コード」を
入力し、ＯＫを押す。
クラス名を確認されるので、
再度、「ＯＫ」を押します。

⑦「研修○」を
タップします。

⑧「ノートを新規
作成」をタップ

⑨ノート名は、
そのままで「決定」
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今日の研修の進め方

・グループ（３～４名）で進めます。

・まずは、全員が先生としてログインします。

・グループで１番、番号が少ない人だけが
先生のままで、他の人は、子ども役をします。

・子ども役の準備ができたら、先生役が
先ほど作ったカードを送ります。
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先生がカードを送る
先生
画面

②カードの送り先を聞かれるの
で「全員」を選択します。

①先生役の人は
作っておいたカード
を「送る」まで引っ
張っていきます。

③メッセージが表示されます
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今日の研修の進め方

・グループ（３～４名）で進めます。

・まずは、全員が先生としてログインします。

・グループで１番、番号が少ない人だけが
先生のままで、他の人は、子ども役をします。

・子ども役の準備ができたら、先生役が
先ほど作ったカードを送ります。

・子ども役は、カードを受け取り、編集。
その後、先生に提出します。
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カードを編集する①
子ども
画面

①先生から送られてきたカードを
タップします。

②画面上部の マークを
タップします。

手書きができますので
自分の名前を記入します。
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カードを編集する②

④写真を撮った後、画面左下の
「使う」をタップします。

子ども
画面

③写真を取り込みた
いので、画面左上の
「＋」をタップして
カメラを選択します

⑤追加先を聞かれるので
「カード内に」を
タップします。
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カードを編集する③
子ども
画面

⑦カードの色が選べるの
で、資料「３．作成する
カード」に書かれている
「色」に変更しましょう。

⑥名前と顔の入ったカード
が完成しました。
ただ、このままだと、み

んな同じ色のカードになる
ので、 を押してカード
の色を変えてみましょう。
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カードを提出する①

②「名前と顔」という提出箱に
提出します。

子ども
画面

①出来上がったカードを
左下の「提出」まで
引っ張っていきます。
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今日の研修の進め方

・グループ（３～４名）で進めます。

・まずは、全員が先生としてログインします。

・グループで１番、番号が少ない人だけが
先生のままで、他の人は、子ども役をします。

・子ども役の準備ができたら、先生役が
先ほど作ったカードを送ります。

・子ども役は、カードを受け取り、編集。
その後、先生に提出します。

・提出されたカードを先生画面で見てみましょう。
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提出されたカードを見る①

①「提出箱」の中を見ると
提出されたカードを見ることが
できます。

②先生は、提出されたカードを
手元で見ることができます。

先生
画面

【先生は、色々できる！】
・提出されたカードに対して
様々なことができます。

・次ページから見てみましょう。
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カードに丸付けをして返却する
先生
画面

①提出されたカード一覧から
特定のカードをタップすると
拡大表示されて、丸付けや
コメント入力が可能です。
※ペンの色を変更できます。

②画面上部の「返却」を押すと
提出した児童生徒に、丸付け

したカードを返却することがで
きます。
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任意のカードを比較する①
先生
画面

①画面右上の「比較」を押して、
カードを選ぶと、カードを並べて
表示することが可能です。

②比較したいカードを選択して
「比較開始」をタップします
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任意のカードを比較する②

③左図のように、任意のカードを
比較することが可能です。

先生
画面

④画面右上の
「画面配信」をタップ

すると、この画面を児童
生徒のiPadに配信するこ
とが可能です。
手元で見せたい時など

に使用してください。
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補足資料

ロイロノートホームページより

【共有前の児童生徒画面】 【共有後の児童生徒画面】
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先生役を交代してみよう！

・画面共有まで終わったら、先生役を交代します。

・「先生役をしていた人」
→ログアウトして、子どもとしてログイン

・２番目に番号が少ない人は、子ども役を
ログアウトして、先生役としてログインする

・全員が終わったら、情報交換！
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本研修のゴール

・ロイロノートスクールの
基本的な使い方を知る

・先生役、児童生徒役を体験し
授業で使えるようになる！

習うより
慣れです！

「こんなことも知りたい」
という声をアンケートに
お寄せください！


